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【描写：モチーフ】 
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2 0 2 0年度 実技試験問題

科目 立体

時間 9時00分～1 2時00分

●条 件

与えられたケント紙を使って、 「 空気を支える形J
を下記の条件に基づいて立体表現しなさい。

1. 解答用材料として、ケント紙を使用しなさい。

2. 解答用材料はすべて使いきらなくてもよい。

3. ケント紙の接着には、木工用速乾接着剤、紙粘着テープのみを使用しなさい。
4. 解答作品は解答用台(35cmX35cm)をはみ出さず、また高さ35cmからはみ出

さないこと。

5. 解答用台は解答作品を固定する以外は一切加工してはいけません。

6. 試験終了後、解答作品に触れてはいけません。 各自、移動用カバーをして、解答

作品を持ち、体育館まで野外や階段など、約300メ ートルを移動します。

解答作品は持ち運びに耐えられるように十分な強度を持たせ、解答用台にしつか

りと接着、固定すること。

7.カラーカー ドは、試験終了前に、監督者の指示に従い解答用台の右端に貼ります。

【支給されるもの】

解答用材料 ：ケント紙4枚

解答用台 ：茶色段ボール1枚（縦35cmX横35cm)

移動用カバー ：茶色段ボール箱1個、カバー固定用テープ2枚

制作支援用品：灰色ボール紙1枚（作業用）、上質紙3枚（アイデアスケッチ用）

接着材料 ：木工用速乾接着剤1本、紙粘着テープ1個

カラーカー ド1枚

［使用してよいもの】

上記支給されるもの及び下記の立体受験用具

鉛筆、消しゴム、カッターナイフ、ボールペン、はさみ、直定規(60cm以内のもの）、

三角定規(30cm以内のもの一組）、分度器、 コンパス、粘土へら、 ラジオペンチ、

雑巾

【注意】

1.解答（作業）は着席したまま行い、他の受験生の迷惑とならないようにすること。

2. 忘れた用具の貸し出しはしません。

3. 試験終了1 5分前に、指示に従いカラーカー ドを解答作品に貼りつけること。

4. 解答作品には、解答用材料として支給されるもの以外は使用しないこと。

5. 上質紙3枚は、 アイデアスケッチ用として使用すること。

6. 試験終了後に移動用カバーを被せます。 移動後、体育館において指示に従い外す

こと。

7. 作業は支給された灰色ボール紙上で行うこと。

8. 怪我のないように慎重に作業すること。
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36cm( 内寸）

36cm( 内寸）

36cm( 内寸）

35cm

上方向

移動用カバー
（茶色段ボール製箱）

移動用カバー  組み立て説明

カラーカード解答用台

移動用カバー（茶色段ボール製箱）組み立て順序  ① ② ③

上方向

カバー固定用テープ ① フタは上下を先に閉じる
　 カバー固定用テープを外側に貼る

② 左右を閉じる
　 カバー固定用テープを外側に貼る

③ 移動用カバー完成

35cm

       解答用台

カラーカード

35cm

35cm

35cm
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【立体：解答用材料】 
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出題の意図、評価のポイント、受験生へのメッセージ 

 

 

 描 写 

  ◆出題の意図 

・モチーフを配置し、いかに画面上に構成することができるかを問いました。 

・正確に形や色を捉えるという描写力が、どれほど修得できているかを問いました。 

・硬さ、柔らかさ、張り、透明感等の質感表現ができるかを問いました。 

 

 ◇評価のポイント 

以下の項目に留意し、描写力を総合的に評価しました。 

・モチーフの構成（モチーフをバランスよく配置することができているか。） 

・画面の構図（配置したモチーフを効果的に画面に収めることができているか。） 

・形体の把握（モチーフの形や大きさを正しく描くことができているか。） 

・量感の把握（モチーフの量感を捉えて描くことができているか。） 

・空間の把握（モチーフ間の距離や関係を正しく描くことができているか。） 

・明暗の把握（モチーフの陰影、固有色の明暗を正しく描くことができているか。） 

・質感の把握（モチーフの素材感を描きわけることができているか。） 

・画材と技法の理解（鉛筆、紙、消しゴムなどの描画材を活かせているか。） 

 

 ■受験生へのメッセージ 

   今回の対象物にはデッサンの基本的な能力が試される大切な要素が含まれています。コー

ラの瓶は、曲線が多くそのつながりは複雑です。有機的な曲線ですが製品としての規則性も

兼ね備えています。また、分厚いガラス、曲げられた金属などの素材感が表現できているか

も問われます。紙ふうせんは、自由に形を変えることができるので、個性を出すこともでき

るでしょう。カラフルですが、鉛筆で描くために色を明るさに置き換える能力が必要になり

ます。また、コーラの瓶とは対照的に軽くて薄い構造が表現できているかもポイントです。

手ぬぐいは、コーラや紙ふうせんに対し、明暗のコントラストがソフトで、淡い陰影の部分

が多いと思います。折り目や端の詳細を描く必要もありますが、わずかな明暗の変化、手ぬ

ぐい全体の中での変化を、繊細に捉えなければならないでしょう。 

   そして、個々の対象物の関係性も大切です。同じ平面の上に置いてある様に見えるか。３

つの対象物の大きさや明暗の比較。さらに、それぞれの対象物の特徴を活かし、効果的な構

図を生み出せているかなどです。 
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 色 彩 

 ◆出題の意図 

・皺を寄せることで偶然生まれる形を観察し、それを活かせる表現力を求めました。 

・固有色のないモチーフを設定することで、受験生自身の持つ色彩に対する多様な感覚を求め

ました。 

・長方形の観察モチーフから、正方形の画面を導く、構成力を求めました。 

・余白部分を設けることで、基礎的な彩色技術を求めました。 

 

◇評価のポイント 

・モチーフの観察から構成を導き、豊かな色彩表現ができているか。 

・色の組み合わせを活かして調和と対比を自在に扱うことができているか。 

・丁寧に彩色することができているか。 

・出題の条件に対応し、表現できているか。 

  

■受験生へのメッセージ 

・自身の持つ色数を増やしておきましょう。混色にも積極的にチャレンジし、得意な色を増や

しておきましょう。 

・色と色の美しい組み合わせや、それを効果的に見せる構成を多く見つけておきましょう。 

・日常的に身の回りの色々なものを観察する目を養いましょう。 

・画材の特性をよく理解しておきましょう。 

 

 立 体 

◆出題の意図 

目に見えない空間を造形の一つの要素として捉えてもらうために「空気」と言い換えました。

その空気の存在が、ケント紙を用いた形によって表現されたものや、規定のサイズの中から、

その枠を超えた空間やスケールを想像させるような表現などを期待しました。実際の形と目に

見えない空間の関係の構成を中心に評価するために素材はケント紙のみにしました。 

 

◇評価のポイント 

・空気の存在が感じられる表現ができているか。 

・目に見えない空気とそれを支える形の関係を明快に表現できているか。 

・解答用材料を効果的に扱うことができているか。 

・上記の 3点を踏まえた上で立体として魅力的な構成が実現できているか。 

 

■受験生へのメッセージ 

立体の課題では、出題の意図を汲み取り、それを独自の発想で形にしていくことが求められ

ます。そのためには日頃から失敗を恐れず、試行錯誤を積み重ねることが必要です。 

一つの小さな発想にはたくさんの可能性が含まれています。そこから形を作り出すには積み

重ねた経験に基づいた計画性や制作のプロセスが重要になるでしょう。 

また、様々な「もの」や「出来事」を、それを取り巻く空間も含めて、観察するようにして

みてはどうでしょうか。 
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 小論文 

◆出題の意図 

設問１  

他者の書いた論理的な文章を読んでその内容を的確に理解する文章読解力、ならびにその内

容を要約として再提示する言語表現能力を問いました。 

設問２ 

問題文に出てくる事例や内容を何らかの仕方で活用しつつ、芸術作品の評価という論点につ

いて自身の考えを述べるという設問で、与えられたテーマと素材を活かして自身の考えを表現

する応用的な文章表現力を問いました。 

 

◇評価のポイント 

設問１ 

・文章の内容を的確に把握し、単独で読んでも理解しやすい文章にまとめることができている

か。 

設問２ 

・論点をずらさず、テーマの本質を自分なりに熟考し、自身の考えを他者に伝わる文章にまと

めることができているか。 

・問題文のなかで紹介された事例等を自身の論述に取り入れるという条件が、自身の考えを伝

えるという目的に照らして効果的に用いられているか。 

・単純ではないテーマを扱うにあたり、説得を持たせる例証や論理展開などの手続きが適切に

行われているかどうか。 

・バランスの取れた論述が行われているかどうか（例えば、具体例の列挙に留まっていたり、

あるいは逆に裏付けのない主張のみに終始していたりしないか）。 

 

■受験生へのメッセージ 

総合芸術学が研究対象とする作品や創造行為には様々な要素が複雑に関わり、その背景にあ

る考え方も一様ではありません。そのため、日頃から社会の様々な事象に対して幅広く関心を

持ち、多様な立場や意見を理解しようとする開かれた態度を培ってもらいたいと思います。そ

して小論文試験においては、こうした日頃の態度が、与えられたテーマに対する柔軟な応用力

と、具体例の豊かな引き出しとして発揮されることを期待しています。時折、課題の内容とそ

ぐわないにも関わらず、必ずこのトピックを使おうと準備してきた（事前に書いて覚えてきた）

ことが透けて見える回答を目にしますが、聞かれたこと（課題）に適切に答えること、その場

で柔軟かつ真剣にその問題を考えてみる態度や能力の方を重要視しています。また今年の答案

は、十分な例証や論理展開などの手続きを適切にし説得力を持たせるための分量が物足りない

ものが数多くありました。文章全体の構造をどう組み立てるかという意識を持ちつつ、限られ

た時間で十分に説得力を持たせられる分量の文章を執筆する経験も重ねてみてください。 
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